
委任状 

令和  年  月  日 

 

【①代理人（依頼される人・窓口に来る人）】 

住  所  

氏  名  生年月日 大・昭・平・令   年   月   日 

 

【②委任者（依頼する人・窓口に来られない人）】 

  私は、上記の者を代理人と定め、下記委任事項の申請及び受領等の権限を委任します。 

住  所  

氏  名  生年月日 大・昭・平・令   年   月   日 

電話番号  

 

 

委 

 

任 

 

事 

 

項 

□戸籍謄抄本 

（改正原戸籍・除籍を含む） 

□戸籍の附票  

（□本籍・筆頭者入り） 

 

□世帯全員の住民票 

 

□委任者本人の住民票 

 

□世帯主・続柄を表示  □本籍・筆頭者を表示 

□個人番号を表示     □住民票コードを表示 

□外国人固有項目（国籍・地域、在留資格等）を表示 

※個人番号・住民票コードを表示した住民票の場合、窓口ではお

渡し出来ません。委任者本人に直接郵送します。 

□住民異動手続き（転入・転出・転居・世帯合併・世帯分離・その他          ） 

□その他                                               

理由 

※委任者の方は必ず委任事項にチェックを入れてください。無い場合には代理人の方に書類を交付でき

ない場合があります。 

 

【③代筆者】 

   委任者は、傷病その他の身体的事情により文字が書けないので、委任者本人の意思を確認

の上、代筆しました。 

住  所  

氏  名  生年月日 大・昭・平・令   年   月   日 

 

※本委任状の有効期限は、作成日から３ヶ月以内までとします。 

※①②は委任者が記入してください。委任者が記入する場合③の記入は不要です。 

※代筆の場合、①②③すべて代筆者が記入してください。 

※申請手続き等の際には、代理人の本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）の提示

（郵送請求の場合には写しの添付）が必要です。 

 
委任状を偽造（委任者の意思確認をせずに作成）したときや偽造した委任状を行使したときは、私文書

偽造罪・同行使罪で刑事罰の対象となるとともに、民事上の損害賠償責任を負う場合がありますのでご

注意ください。 



委任状 

令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 

【①代理人（依頼される人・窓口に来る人）】 

住  所 小鹿野町小鹿野８９番地 

氏  名 小鹿野 太郎 生年月日 大・昭・平・令〇〇年〇〇月〇〇日 

 

【②委任者（依頼する人・窓口に来られない人）】 

私は、上記の者を代理人と定め、下記委任事項の申請及び受領等の権限を委任します。 

住  所 小鹿野町両神薄２９０６番地 

氏  名 
両神 花子 

（手書きで記入） 
生年月日 大・昭・平・令〇〇年〇〇月〇〇日 

電話番号 〇〇〇〇-〇〇-〇〇〇〇 

 

 

委 

 

任 

 

事 

 

項 

□戸籍謄抄本 

（改正原戸籍・除籍を含む） 

□戸籍の附票  

（□本籍・筆頭者入り） 

 

□世帯全員の住民票 

 

□委任者本人の住民票 

 

□世帯主・続柄を表示  □本籍・筆頭者を表示 

□個人番号入り      □住民票コード入り 

□外国人固有項目（国籍・地域、在留資格等）表示 

※個人番号入り・住民票コード入り住民票の場合、窓口ではお渡し

出来ません。委任者本人に直接郵送します。 

□住民異動手続き（転入・転出・転居・世帯合併・世帯分離・その他          ） 

□その他                                               

理由 相続のため 

※委任者の方は必ず委任事項にチェックを入れてください。無い場合には代理人の方に書類を交付でき

ない場合があります。 

 

【③代筆者】 

   委任者は、傷病その他の身体的事情により文字が書けないので、委任者本人の意思を確

認の上、代筆しました。 

住  所 小鹿野町小鹿野３００番地 

氏  名 
町立 二郎 

（手書きで記入） 
生年月日 大・昭・平・令〇〇年〇〇月〇〇日 

 

※本委任状の有効期限は、作成日から３ヶ月以内までとします。 

※①②は委任者が記入してください。委任者が記入する場合③の記入は不要です。 

※代筆の場合、①②③すべて代筆者が記入してください。 

※申請手続き等の際には、代理人の本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）の提示

（郵送請求の場合には写しの添付）が必要です。 

 委任状を偽造（委任者の意思確認をせずに作成）したときや偽造した委任状を行使したときは、私文書

偽造罪・同行使罪で刑事罰の対象となるとともに、民事上の損害賠償責任を負う場合がありますので

ご注意ください。 

 

記載例 


